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定 期 監 査 結 果 報 告 書

地方自治法第１９９条第４項の規定による定期監査の結果は、次のとおりである。

１ 監査の対象

平成２６年度における財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理が効率的に

行われているかについて、本年度執行予定の事業計画や課題と対照させながら、すべ

ての課等を対象とし、美馬市監査実施計画に基づき決算審査に併行して実施した。

２ 監査の期日

平成２７年７月２４日から平成２７年７月３１日まで

３ 監査の方法

各課等から定期監査調書及び付属資料等の提出を求め、関係部課長等から事情を聴

取し、併せて関係諸帳簿及び書類等について調査し、監査を行った。

４ 監査の結果

監査の結果、財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理は、概ね適正に行わ

れているものと認められたが、その一部において、次のとおり要望事項が認められる

ので適切な措置を講じられたい。なお、軽易な事項については、その都度関係者に改

善又は検討を要望した。

５ 要望事項

① 農業委員会事務局

耕作放棄地の解消にむけて、より一層の努力をお願いしたい。



② 水道部

給水人口の減少、簡易水道との合併などの課題があるため、収支のバランスが崩

れないよう今後を見据えて経営をしていただきたい。

③ 企画総務部 総務課

備品等の管理について、使えるものは有効活用し、使えないものは廃棄し、備品

台帳の整備をしっかりしていただきたい。

④ 企画総務部 企画政策課

人口減などによる歳入の減少、民生費などの歳出の増加を考慮し、運営していた

だきたい。また、今後、新地方公会計制度が導入されることから、職員に対する

十分な周知・研修を行っていただきたい。

⑤ 企画総務部 秘書課

職員研修については、その効果について検証を行い、適正な職員管理に努めてい

ただきたい。

⑥ 企画総務部 税務課

職員の努力により、不能欠損が減ってきている。今後も税負担の公平性を考慮し

て、なお一層の努力をしていただきたい。

⑦ 市民環境部 市民・人権課

マイナンバー制度について、市民の方も不安に感じているので、周知・説明をし

っかりしていただきたい。また個人情報について、システムを万全にするなど漏

洩することのないように十分に注意して運用していただきたい。



⑧ 市民環境部 ふるさと振興課

随意契約についてはそれぞれ理由があると思うが、安易に随意契約するのではな

く、内容を十分精査し、常にコスト意識を持って契約にあたっていただきたい。

⑨ 木屋平総合支所 経済建設課

他の地域業者が入りにくいのは理解できるが、安易に随意契約とするのではなく、

契約方法については十分に検討していただきたい。また、備品等で使わなくなっ

たものについては処分し、備品台帳の整備についてもしっかり行っていただきた

い。

⑩ 市民環境部 環境・下水道課

下水道料金の未納が増えてくると思うので、水道部と連携して徴収の強化をは

かっていただきたい。

⑪ 経済建設部 監理課

委託業務については、必ず業務内容の報告を受け、確認、指導を行っていただき

たい。

⑫ 経済建設部 建設課

委託業務については、必ず業務内容の報告を受け、確認、指導を行っていただき

たい。

⑬ 保険福祉部 長寿・障がい福祉課

委託業務については、必ず業務内容の報告を受け、確認、指導を行っていただき

たい。



⑭ 保険福祉部 子どもすこやか課

保育料使用料の未収金について、公平性の観点から早期に対応していただきたい。

⑮ 保険福祉部 各保育所

臨時職員が正規職員よりも多くなっており、正規職員の負担が大きくなっている。

美馬市の未来を担う子どもたちのためにも正規職員の採用をお願いしたい。また、

事務的な業務も多いことから、保育士には保育に専念できる体制を整えていただ

きたい。


